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６月 24日、ミュージカルの鑑賞行事がありました。 

本校の鑑賞行事では国語分野と音楽分野を隔年で交互に行っています。国語分野では高校

生対象に著名人による文化講演会、音楽分野では演奏会を開き、一昨年はマリンバ演奏とソ

プラノ独唱によるコンサートを行いました。今年はミュージカル『美女と野獣』の鑑賞でし

た。以前に同じく劇団四季の『ウェストサイド物語』を見てから６年ぶりになります。生徒

達はこの日を楽しみにして迎え、午前の短縮授業を終え、さながら全校挙げての小遠足と言

った雰囲気で上野学園ホールに約 40 分の移動。保護者の皆様方も加わって、期待感の高ま

る中での開演となりました。 

オペラやミュージカルでは幕開けに際して「序曲」が演奏されます。ストーリー展開の中

で重要な場面・登場人物にあてて作曲された代表的な旋律をピックアップして編曲されたも

ので、これだけで独立した作品になることもあります。何度も観て知っている人にはそれら

の旋律が劇中の登場人物や場面を想起させて期待感がふくらみます。また、初めて見る人に

は、あらかじめ全体の雰囲気を音楽でイメージさせてストーリーの世界に引き込んでいく役

目を持っています。劇場に集まった千数百人の人たちが、外の世界から切り離されて一つの

世界に一斉に入って行くあの瞬間の雰囲気は独特のものがありますが、今回は殆ど女学院の

関係者ばかりと言う事で、大きなファミリーで観劇するような暖かい期待感がいっぱいでし

た。ステージではメルヘンの世界を表現した大きなステージセットがストーリー展開に沿っ

て次々と見事に展開し、その中でキャストの皆さんの素晴らしい歌声と演技に引き込まれて

３時間足らずの時間があっという間に過ぎました。四季のスタッフの方は、生徒達がとても

気持ちよくステージに反応してくれたと大変喜んでくださいましたが、出演者と聴衆が一緒

に作り上げて行く生のステージの楽しさを味わいました。また、記念としておみやげに当日

のキャスト全員のサインが入った大型ポスターとパンフレットを頂き、高校校舎の通路に展

示しておきましたが、毎日多くの生徒達が余韻を楽しむように足を止めています。 

現在、女学院ではグローバル教育を進めながら、平和観・対話力・リーダーシップを育て

る教育活動を進めています。こうした力を育んで総合的な人間力を形成する上では、芸術に

よって育まれる感性と言うものが、どこかで大きな意味を持つのではないかと感じています。

女学院生が持っている、良いもの美しいものに対する若々しい感性が、色々な機会を通して

ますます豊かに成長して行くことを期待したいと思います。 

 

聖書の言葉 

「ハレルヤ。わたしたちの神をほめ歌うのはいかに喜ばしく、 

神への賛美はいかに快いことか。」 

旧約聖書 詩編 147篇１節 

（校長）
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平和を祈る週（６/15～６/20） 

土曜日の平和を祈る週特別礼拝には、本

校卒業生、塩冶節子さんをお招きしました。 

塩冶さんは被爆当時、５歳で、爆心地か

ら約 1.7 ㎞の段原町に住んでいました。原

爆によって倒れた家のがれきの下からお母

さんによって助け出され、比治山に避難し

ました。わずか５才だった塩冶さんの目に

焼きついた焼けただれた人々、キノコ雲、

お母さんを呼びつつ亡くなっていった女学

生、それは死んでいった人たちが二度とこ

ういうことがないようにと自分に送ったメ

ッセージのような気がすると言われます。

また、７年後、女学院中学校に入学した年

に、元気だった小学３年生の妹さんが突然

亡くなり、原爆の後遺症ではないかという

ことも当時は言えない状況だったそうです。 

毎日勉強ができる、戦争はそんなあたり

まえを奪ってしまう。人生を全うできず命

を半ばで絶たれてしまった人たちのことを

忘れず、自分に与えられた時を一生懸命歩

いてほしい。再び戦争にならないように私

もがんばります、そう語って下さいました。 

週間中、中学では８・６平和記念式で広

島女学院原爆慰霊碑に捧げる千羽鶴を作成、

被爆前の平和公園にあった街を舞台にした

ドラマ『広島・昭和 20年８月６日』上映会、

高校では生徒による核廃絶のプレゼンテー

ションなどが昼休みに行われました。 

また中高共にネパール地震被災者支援へ

の募金活動に取り組み、高校は 34,262円、

中学は 31,683円が集まりました。 

 

 

 

 

 

 

（宗教教育委員会） 

地区会役員会 

６月 19 日（金）13 時 30 分から中学チャ

ペルで地区会役員会を行いました。今年度

の地区会活動の報告や計画をお聞きし、学

校側からは地区会運営の手引きをお配りし、

学校施設の使用の説明などを行いました。

また、PTA バザー担当副会長より、バザー

に出す食品や物品の依頼と説明をしていた

だきました。今年も様々な活動をお願いい

たしますが、どうぞよろしくお願いします。

その後、それぞれの地区会の出席が多くな

いことが話題となりました。主催される

方々は、楽しい催しなどを計画されていま

す。学年を越えた色々な情報を得られる貴

重な時であると思いますし、広い範囲から

通学されておりますので、その情報網は防

犯などにも役に立つものです。PTA 皆様の

地区会への参加もどうぞよろしくお願いし

ます。 

（高校教頭） 

 

 

 

教育実習について 

６月１日から３週間(または２週間)、卒

業生 16名が本校で実習を行いました。出身

校ということに加えて、生徒達と年齢が近

いこともあってかすぐに打ち解け、授業や

HR に参加していました。先輩という立場で

はなく教師として生徒に接すること、教え

ることの難しさやその準備の大変さを痛感

したようで、授業参観で真剣に教師を観察

する姿や、授業の準備に取

り組んでいる様子が見られ

ました。彼女たちの今後の

活躍を期待します。  

(教育実習係） 
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おさんぽ☆女学院 

おさんぽ☆女学院を６月 13日（土）午前

中に行いました。プログラム開始後も来場

者の波は途切れることなく続き、ホールは

満席になりました。マンドリン部のミニコ

ンサートから始まったホールプログラムで

は、女学院ならではの礼拝、そして昨年度

SGH 指定を受けた女学院がどのような取り

組みをしているのかを説明しました。ホー

ルプログラム終了後は、例年行っている食

堂体験や校内スタンプラリーに加えて、今

年度から新たにワクワク授業体験と生徒に

よる SGH 発表を行いました。ワクワク授業

体験は、算数・理科・家庭科・美術の４つ

の授業をおさんぽリーダーの生徒と行うと

いう形式をとり、参加した小学生は満足し

て帰ってくれました。生徒による SGH 発表

では５つのグループがそれぞれの海外研修

や授業の様子をパワーポイントを使い発表

しました。ホールプログラムでの説明をよ

り具体的に伝えることができたので、聞い

ている方々は大変興味深い様子でした。こ

のように毎年少しずつ内容を変えておさん

ぽ☆女学院を充実したものとしています。 

2005 年から始まったこのイベントでは、

毎年おさんぽリーダーとして中３・高１の

生徒が手伝ってくれていますが、今年は新

しい内容も加わったので高２の生徒にもお

手伝いをしてもらいました。どの生徒も意

欲的に取り組み、様々な場面で活躍してく

れました。SGH 発表をしてくれた生徒のみ

なさん、塾に案内を届けてくれた中１のみ

なさんをはじめ、多くのサポーターに支え

られていることに感謝です。マンドリン部

の皆さん、関係者の皆様方、ご協力ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （広報部） 

 

保健室だより（３） 

今年度の健康診断が終わりました。尿検

査は４回実施しましたが、未提出の人もい

ました。尿検査は腎臓病や糖尿病、尿路感

染症など多くの病気を早く見つけたり、治

療に役立てたりするためにぜひ受けてほし

い検査です。 

蒸し暑い日が続き、夏バテ気味の人が多

いようです。保健室に体調不調を訴えて来

る人のなかには、家を出る前からしんどか

った、という人もいます。調子がおかしい

と思ったら、まず熱を測り、いつもと様子

が違うところはないか健康観察を自分でも

してみましょう。 

今学期も残り３週間余りとなりました。

多忙な中にも十分な休息をとり、規則正し

い生活を送ることを忘れないようにして、

しっかり夏をのりきっていきましょう。 

                          （保健室） 

 

心の健康（３） 

７月の学校生活は、月の前半と後半とで

大いに違いがあります。前半は期末テスト

で、後半は夏休みです。状況に見合った子

ども達への心配りが要る７月です。 

テストでは自分の力が試されます。人は

誰でも試されると強いストレスを受けます。

子ども達は、勉強をやらなくてはと思い、

やろうとしますが、「できん！」と投げ出し
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たり、「やっぱり、やろう」と思いを変えた

り、心が微妙に揺れ動きます。こういう時

の親の一言は子どもにとってストレスにな

ったり励ましになったりしやすいのです。 

ほどよい頃にほどよく声を

かけて、親子でホッと一息入

れる時間を大人が作りたいも

のです。後半は、夏休みです。 

夏休み中のカウンセリングルームは、木

曜日に開室します。希望される方は、お申

込みください。        

（カウンセラー） 

 

教職員の動向 

○５月 20日に数学科の三浦芳子先生の御家

庭に男児が誕生されました。おめでとうご

ざいます。聡真（そうま）くんです。ご成

長の上に神様の豊かな祝福をお祈りします。 

 

生徒の活躍 

《中学》 

◇中学新体操部 

＊広島市中学校新体操選手権大会 

 団体 Ａチーム ２位  ⇒ ７月 11日

に行われる県選手権大会出場権獲得 

 

◇中学ソフトテニス部 

 ＊広島市中学校ソフトテニス選手権大会 

  女子団体戦 ３位 ⇒ ７月 18日に行

われる県選手権大会出場権獲得 

 

◇個人の活躍 

 ＊広島市中学校水泳競技選手権大会 

 Ｔ・Ｍ(３－５) 

200ｍ個人メドレー １位 

      400ｍ個人メドレー １位 

Ｎ・Ｒ(２－５） 

100ｍ背泳ぎ    ７位 

       200ｍ個人メドレー ７位 

 

《高校》 

◇高校新体操部 

＊中国高等学校新体操選手権大会 

 団体  ５位 

 

◇高校水泳部 

＊広島県高等学校選手権水泳競技大会 

広島地区予選(インターハイ地区予選) 

   個人 Ｋ・Ｎ(２－Ｅ)      

100ｍ背泳ぎ    ７位 

200ｍ背泳ぎ    ５位 

Ｙ・Ｃ(１－Ｃ） 

        100ｍ背泳ぎ    ８位 

 

◇高校ソフトボール部 

＊広島県総合体育大会 

   準々決勝 敗退  ベスト８ 

 

◇高校剣道部 

＊第 68回広島県高等学校総合体育大会 

個人 Ｙ・Ａ(３－Ｃ) ベスト 16 

 

◇高校放送部 

＊第 62回 NHK杯放送コンクール中部地区

大会 県大会出場決定３名 

 Ｏ・Ｎ（３－Ｃ） 

 Ｓ・Ａ（３－Ｅ） 

 Ｕ・Ｋ（２－Ｃ）  

 

◇個人の活躍 

 ＊第 23回中国ユース音楽コンクール 

《ピアノ部門》 

   Ｓ・Ｍ(２－Ｃ) 金賞 
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今月の聖句 

「主よ、どうかお怒りにならずに、もう一

度だけ言わせてください。もしかすると、

十人しかいないかもしれません。」 

主は言われた。 

「その十人のためにわたしは滅ぼさない。」 

（創世記 18:32） 

 

「もしかすると」という一語を大切にし

たいと思います。アブラハムが「もしかす

ると」と、とりなしたので、神の心は動き

ました。しかし、アブラハムの「もしかす

ると」が「十人」で終わってしまったの

で、結局ソドムは滅んでしまいます。イエ

スなら、「もしかすると一人も正しい人がい

ないかもしれませんが･･･」というところま

で交渉されたでしょう。 

（聖書科 Ｙ．Ｉ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月行事予定表 

 

 

 

　　期末テスト(高1)

　　(中3・高2・3)

　　(中1・2)

　　1限 8：55～　15分休憩

　　1限 8：55～　15分休憩

　　1限 8：55～　15分休憩

自宅学習日　

　　テスト返却

　　高1・2・3模試(進研)

　　40分授業

　　月曜授業　1限 8：55～

　　火曜授業　1限 8：40～

　　4限　大掃除

面接・補習　　

　　海の日

　　金曜授業　1限 8：40～

　　中　7限 終業礼拝　8限 LHR

　　高　8限 終業礼拝

　　中2 チャレンジキャンプ

　　　　English Adventure

　　夏期海外生活体験学習

　　 高１･２補習　　　　

31 金

28 火

29 水

30 木

25 土

26 日

27 月

22 水

23 木

24 金

19 日

20 月

21 火

16 木

17 金

18 土

13 月

14 火

15 水

10 金

11 土

12 日

7 火

8 水

9 木

4 土

5 日

6 月

3 金

７　　　　　月

1 水

2 木


